
　園芸部フルーツトマト部会の生産者の髙橋さん。就農される前から現在も続け
られているのが“柔道”。10歳の時に、先に柔道をしていたお兄さんに続いて手
結道場に入門。それ以来辞めることなく柔道と向き合ってきました。現在は小学
生から一般の方まで総勢20人の生徒の指導者として活躍中です ！ ！  その中には
髙橋さんの５人のお子さんもおり、親子で柔道に励む、まさに柔道一家★
　また、ご自身の母校でもある夜須中学校の柔道部の存続のため部員２人も受
け入れ指導されています ！ ！
　髙橋さんが選手兼指導者になられた当初は、“厳しい練習を乗り越えないと、
試合には勝てない”との思いが強く、指導に懸命でした。しかし当時指導してい
た小学生に「髙橋先生の練習はきついだけで面白くない」と言われハッとしたそ
う。それからは、基本はもちろん大切にし、その上で柔道が楽しいと感じてもらえ
るような練習内容を心掛けるように。柔道だけの筋力をつけるだけではなく、練
習前のアップにラダーやミニハードルを取り入れるなど、指導のための情報収集
にも尽力。生徒さんのことを常に想っている髙橋さんです（*^-^*）

わたしたちの卵を食べて
元気な飼い主さん ！ ！
ニワトリ

　ななちゃんは、大人しい性格でよく人の話を聞いてくれます。とっ
ても優しくて、飼い主さんの体調が優れず数日寝込んだ時には、
ずっとそばにいてくれたそうです ！  また、お出かけが大好きでお出か
けバッグに自ら入ります ！  これまでに香川県のまんのう公園や、岡山
県のアウトレット、四万十町のキャンプ場など、様々なところへ一緒
に行き、今年はお花見もしました ！  飼い主さんは「コロナが落ち着
いたらまたキャンプへ一緒に行きたい」と話してくれました☆
　小さくてフワフワなゆきむちゃんは、好奇心旺盛になると耳がピー
ンと立ち、ウサギみたいになって可愛いんだそう ！  飼い主さんも「色
んな表情を見せてくれます」とメロメロ♡  また、とっても社交的で
元気いっぱい ！  取材中ずっと庭を走っていたので写真を撮るのに苦
労しました。そんな元気いっぱいのゆきむちゃんは、元気がありすぎ
るあまり、ななちゃんに怒られることもしばしば。しかし全くめげず、
怖いものなしなんだそうです ！  これからの成長が楽しみですね♪

香北支所
管内より

　現在84歳の飼い主さんと、わたしたちニワトリ６羽は仲良く
過ごしているの。わたしたちが毎日産む卵に、カレンダーで日
を確認して日付を書くのが飼い主さんの仕事。頭の体操にな
るんだって。自分が少し体調悪くて今日は外へ出たくないな、
寝ていたいなって感じる日もわたしたちがいるから、必ずお庭に
出てきてお世話を毎日してくれるの。それが飼い主さんにとって
は寝たきりにならない運動になってとってもいいって（^o^）／
　飼い主さんは、自分が小さい頃に両親が養鶏場を営んでい
てわたしたちニワトリがいる生活に慣れっこ。全然怖くないみた
い。だからわたしたちも飼い主さんに近づいて話かけるけど、
わたしたちの話す言葉は分からないみたい。残念 ！
　わたしたちの産む卵を毎朝目玉焼きにして食べている飼い主
さん。暑い季節の今は、おそうめんと一緒に錦糸卵にしても食
べている。ひとりで毎日は食べきれないから、ご近所の方にお
裾分けをして喜んでももらっているの（^_-）-☆

旅行が大好き（*^^*）
安井 智典さん  （45）

たか はし　だい さく

やす　い　とも のり
自分が大好きな柔道を、生徒みんなにも好きに
なってもらい柔道を続けてもらいたい（*^^）
髙橋 大作さん  （41） 

大人のななちゃん と
子どものゆきむちゃん
小松 ななちゃん  （10）  （右） 
小松 ゆきむちゃん  （１）  （左） 

地区担当者より

夜須支所管内より

遊んでいる二人

左：長男 大輝くん
真ん中：末っ子 空ちゃん

右：大作さん

土佐山田
支所管内

より

　現在、園芸部ニラ部会土佐山田支部支部長を務めて
いる安井さんは、就農されて今年で７年目。始めてすぐの
頃に台風の被害にあい大変なおもいをされたそうです。大
変な時もありながらも、農業は自分で考え動くので、やり
がいを感じていますと話してくれました。
　現在１歳と３歳のお子さんのお父さんでもある安井さん。
小さい頃は一瞬と、休みの日は公園で一緒に遊ぶのが楽
しいとお父さんの顔も見せてくれました（*^▽^*）
　そんな安井さんは旅行が大好きだそう。初めて海外へ旅
行したのは？  と聞くと、競馬好きが高じて、日本の競走馬
がフランスの「凱旋門賞」で走るのを応援に行ったのが
初めてだったそう。今まで１番印象に残っている旅行は、
飛行機でハンガリーに行き、そこから列車の旅をし、オー
ストリアのウィーンへ。そのウィーンの景色があまりにも綺
麗で鮮明に覚えているそう☆彡
　最近はコロナの影響もあり全く行けていないので、また
家族で旅行が出来るのを楽しみにしている安井さんでした。

こ　まつ

こ　まつ
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エメラルドメロン消費宣伝

　

香
美
地
区
園
芸
部
会
メ
ロ
ン
部
会

夜
須
支
部
は
７
月
９
日
・
10
日
の
２

日
間
、
高
知
市
の
と
さ
の
さ
と
ア
グ
リ

コ
レ
ッ
ト
で
「
夜
須
の
エ
メ
ラ
ル
ド
メ

ロ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
こ
こ
数
年
、
農
家
を
取
り

巻
く
外
部
環
境
の
急
速
な
悪
化
に
加

え
、
資
材
や
肥
料
・
燃
料
の
高
騰
等
、

農
家
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
現
状

に
な
っ
て
い
る
な
か
、
同
支
部
で
築

き
上
げ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を

伝
え
、
メ
ロ
ン
農
家
に
よ
る
メ
ロ
ン

農
家
の
た
め
の
応
援
を
目
的
に
開
催
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
試
食
販
売
を
行
い
、

そ
の
中
で
も
今
回
の
た
め
に
特
別
に

企
画
し
た
、
収
穫
し
て
か
ら
の
時
期

を
違
え
た
３
種
類
の
エ
メ
ラ
ル
ド
メ

ロ
ン
の
食
べ
比
べ
体
験
を
実
施
。
試

食
し
た
来
場
者
は
「
同
じ
メ
ロ
ン
で

も
そ
れ
ぞ
れ
美
味
し
さ
が
違
う
」
な

ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
行

列
が
で
き
、
予
想
を
上
回
る
販
売
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。
宮
﨑
誠
二
部
会

長
は
「
夜
須
の
エ
メ
ラ
ル
ド
メ
ロ
ン

の
特
徴
を
今
回
の
消
費
宣
伝
で
し
っ

か
り
と
伝
え
ら
れ
た
と
思
う
。
お
客

様
の
反
応
を
直
接
見
て
、
感
想
も
聞

け
た
の
で
大
変
意
義
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

夜須のエメラルドメロンの試食を勧める生産者。

夜須支所管内

香北支所管内野市支所管内

香北支所管内 夜須支所管内

美化活動に
取り組みながら山野草の学習

「みんなで楽しくワイワイと！」
をモットーに活動

　

女
性
部
香
北
支
部
の
目
的
別
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
「
Ｊ
Ａ
美
化
グ
ル
ー
プ
」
は
、
７
月
20

日
、「
香
北
の
自
然
公
園
」
の
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

年
５
回
の
活
動
で
は
、
草
引
き
や
清
掃
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
香
美
森
林

組
合
の
前
田
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
し
、「
香
北

の
自
然
公
園
」
に
生
え
る
山
野
草
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
な
が
ら
実
施
。
メ
ン
バ
ー
以
外
の

部
員
に
も
声
を
掛
け
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
貴
重
な
樹

木
や
植
物
、
日
当
た
り
や
日
陰
な
ど
場
所
に

合
わ
せ
て
公
園
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
聞
き
、
今
後
の
活
動
の
注
意
点
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　
『
家
の
光
』
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
〝
わ
た

ぼ
う
し
〞
は
、
７
月
19
日
、
野
市
支
所
で
２

０
２
２
年
４
月
号
を
活
用
し
た
「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
リ
ー
ス
」
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
家
の
光
』
で
は
手
芸
の
作
り
方
の
ポ
イ

ン
ト
等
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
で
も
解

説
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
ス
マ
ホ
で
確

認
し
な
が
ら
作
成
に
集
中
。
作
成
後
は

「
思
っ
た
よ
り
も
簡
単
で
可
愛
く
出
来
た
け

ど
、
配
置
が
難
し
か
っ
た
」
と
、
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
！
」
が

モ
ッ
ト
ー
の
〝
わ
た
ぼ
う
し
〞
。
今
後
も
16

人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
味
噌
作
り
な
ど
の
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
か
ほ
く
で
、
７
月
22
日

「
う
な
ぎ
の
販
売
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
地
域

住
民
の
楽
し
み
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
う
な
ぎ
に
加
え
、
焼
き
鳥
も

販
売
。
暑
い
中
、
職
員
が
協
力
し
合
い

そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
本
ず
つ
用
意
。
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
、
暑
い
中
並
ん
で
い
た
だ

か
な
く
て
も
構
わ
な
い
よ
う
に
Ａ
コ
ー

プ
店
内
へ
変
更
し
、
開
店
早
々
か
ら
買
い

求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
例
年
以
上
に
暑
さ
厳
し

い
こ
の
夏
を
〝
う
な
ぎ
パ
ワ
ー
〞
で
乗

り
切
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

土用の丑の日 キュウリ栽培講習会

　

令
和
４
年
園
芸
年
度
「
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
講
習
会
」
が

７
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
生
産
者
や
職
員
、
種
苗
会
社

や
農
薬
会
社
な
ど
21
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
種
苗
会
社
よ
り
品
種
の
特
性
・
取
扱
資

材
の
説
明
と
、
販
売
事
業
本
部
よ
り
販
売
情
勢
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
よ
り
日
射
・
温

度
・
炭
酸
ガ
ス
等
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
量
増
に

繋
が
る
環
境
制
御
技
術
の
説
明
や
、
丁
寧
な
土
壌
診
断

を
行
い
適
正
な
肥
料
の
量
を
施
用
す
る
こ
と
で
肥
料
の

大
量
投
入
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
肥
料
等
の

高
騰
が
続
く
現
在
、
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
る
な
ど
説
明
。

　

生
産
者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
質
疑
応
答
や
意
見

交
換
を
通
し
て
、
品
質
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

うなぎを焼く職員。  開会の挨拶をする野島利英部会長。

詳しい説明に耳を傾ける部員たち。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

『家の光』を活用したグループの活動は年に５回、回ごとに担当者を決め、
内容を考案し準備や指導に当たっています。

夜須支所管内

２年ぶりの開催　
マリンフェスティバル

行列が出来た女性部ブース。

カットフルーツを買い求めるお客さん。

　

香
南
市
夜
須
町
の
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
で
７
月
17
日
、「
マ
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
２
２
」
が

開
催
さ
れ
、
香
美
地
区
青
壮
年
部

夜
須
支
部
・
女
性
部
同
支
部
が
出

店
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
２
年
間
イ
ベ
ン
ト
は
休

止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
会
場
内
の
人
数
制
限
を
行
い
、

必
ず
受
付
で
検
温
・
消
毒
・
来
場

者
記
入
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
な
ど

厳
重
な
対
策
を
と
っ
て
開
催
。

　

青
壮
年
部
は
部
員
が
生
産
す
る
、

夜
須
の
ル
ナ
ピ
エ
ナ
ス
イ
カ
・
エ

メ
ラ
ル
ド
メ
ロ
ン
、
山
北
み
か
ん

を
カ
ッ
ト
し
た
フ
ル
ー
ツ
の
詰
め

合
わ
せ
を
キ
ン
キ
ン
に
冷
や
し
て

販
売
。
夏
日
の
日
差
し
に
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
果
物
は
来
場
客
に
大
好
評

で
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
は
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
と
飲
料
水
を
販
売
。
美
味
し

そ
う
に
焼
け
る
音
と
匂
い
に
つ
ら

れ
、
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
に
。
青
壮
年
部
も
女
性
部
も
久

し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。



香美地区版

メ
ロ
ン

【
防
除
対
策
】

　

日
中
の
換
気
や
夜
間
・
早
朝
に
加

温
を
す
る
な
ど
、
多
湿
に
な
ら
な
い

よ
う
に
湿
度
低
下
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
。
残
渣
等
が
伝
染
減
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
罹
病
果
・
茎
葉
は
見

つ
け
次
第
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
農
薬
と
し
て
は
、
予
防
で
は

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、
治
療
で
は

セ
イ
ビ
ア
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ス
タ
顆
粒
水
和
剤
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
農
薬
使
用
の
際
に
は
必
ず

ラ
ベ
ル
の
記
載
事
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
症
状
・
発
生
条
件
】

　

主
に
、
咲
き
終
わ
っ
て
し
ぼ
ん
だ

花
弁
か
ら
侵
入
し
灰
色
の
カ
ビ
を
生

じ
、
果
実
を
腐
敗
さ
せ
ま
す
。
比
較
的

低
温
（
約
15
〜
23
℃
）
で
多
湿
の
場
合

や
、
草
勢
が
弱
っ
た
時
に
発
生
が
助

長
さ
れ
ま
す
。
残
渣
等
を
圃
場
に
放

置
す
る
と
そ
れ
が
発
生
源
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

き
ゅ
う
り

　

初
期
症
状
と
し
て
は
灰
褐
色
小

斑
点
が
現
わ
れ
、
そ
の
ま
わ
り
が

黄
色
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
す
す

む
と
、
円
形
〜
や
や
角
形
の
病
斑

と
な
り
、
中
心
部
は
灰
白
色
と
な

り
ま
す
。
や
や
乾
燥
ぎ
み
の
と
き

は
円
形
の
小
斑
点
だ
け
で
中
心
部

は
穴
が
あ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
大
型
の
褐

色
病
斑
と
な
り
、
そ
の
中
心
部
は

裂
け
ま
す
。

斑
点
細
菌
病

灰
色
か
び
病

【
対
策
】

▽
葉
に
小
さ
い
斑
点
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
ま
わ
り
が
黄
化
す
る
の
で
見
分
け
が
つ

き
ま
す
。
多
湿
条
件
で
は
斑
点
が
角
型
で
大
き
く
な
り
ま
す
。

▽
多
湿
条
件
で
は
多
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
銅
水
和
剤
や
オ
キ
シ
ン

ド
ー
、
キ
ノ
ン
ド
ー
水
和
剤
、
キ
ノ
ン
ド
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
有
機
銅
剤
を
予
防

的
に
散
布
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
銅
水
和
剤
、
有
機
銅
水
和
剤
は
本
病
に
治
療

的
な
効
果
が
な
く
予
防
的
効
果
し
か
期
待
で
き
な
い
の
で
、
か
け
む
ら
の
な
い

よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ハ
ウ
ス
で
あ
れ
ば
、
ハ
ウ
ス
内
を
乾
燥
さ
せ

る
よ
う
に
換
気
を
す
る
か
、
通
路
に
ポ
リ
マ
ル

チ
な
ど
を
し
ま
す
。
多
湿
条
件
が
つ
づ
け
ば
緊

急
度
が
高
い
の
で
本
病
で
枯
死
し
た
葉
は
取

り
除
き
、
銅
水
和
剤
、
有
機
銅
剤
を
か
け
む
ら

の
な
い
よ
う
に
て
い
ね
い
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▽
新
た
な
病
斑
が
形
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
効

果
が
み
ら
れ
た
と
判
断
し
ま
す
。

花弁の病徴

※症状が進行（後期）
※症状が進行
　（中期）

※初期症状

果実の病徴



香美地区版

「
土
佐
の
天
空
の
郷
」
が
生
み
だ
さ
れ
た
背

景
に
担
い
手
不
足
解
消
を
め
ざ
し
た
「
集
落

営
農
」
の
取
り
組
み
が
有
っ
た
事
に
遅
ま
き

な
が
ら
気
づ
き
ま
し
た
。
高
齢
化
の
問
題
に

向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

私
達
の
食
が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。（

香
南
市
赤
岡
町
・
67
歳
）

毎
号
内
容
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
。「
こ
う
ぐ
り
」

が
届
く
と
、
も
う
一か
月
過
ぎ
た
の
か
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
69
歳
）

ル
ナ
ピ
エ
ナ
ス
イ
カ　

全
国
放
送
さ
れ
て
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
全
国
の
人
に
お

い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
! !

（
香
南
市
夜
須
町
・
70
歳
）

▼
生
き
て
い
く
上
で
大
事
な
食
。
日
本
の
農

業
が
消
え
る
わ
け
が
無
い
と
簡
単
に
お
も
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が

あ
る
お
陰
で
守
ら
れ
て
い
る
の
を
、
み
ん
な

が
知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

▼
掲
載
内
容
を
褒
め
て
頂
き
、
毎
月
楽
し
み

に
し
て
も
ら
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
と
て
も

嬉
し
い
で
す
♪  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
内
容
、
J
A
と
し
て
お
伝
え
し
た
い

こ
と
、
そ
し
て
季
節
を
感
じ
て
も
ら
え
る
広

報
誌
作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
私
た
ち
の
香
美
地
区
は
本
当
に
お
い
し
い

も
の
づ
く
し
！  

全
国
に
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
! !

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２　TEL.0887－56－0121

野市支所　56－0921　　 物部支所　　　58－3105
香北支所　59－2321　　 土佐山田支所　53－2155
吉川支所　55－2117　 　赤岡支所　　　55－2151
夜須支所　55－2155　　 香我美支所　　55－3135

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

特産センター　56－0061　　車輌センター　　56－0314
農機センター　53－4221　　LPガスセンター　53－4353
JA共済高知中央サービスセンター　088－821－6015
JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 56－5911（24時間対応）

香美営農経済センター　56－2372

　令和４年11月1日（火）より、下記の支所にて昼時間休
業を導入いたします。皆さまにはご不便をお掛けいたします
が、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

平日（月曜日～金曜日）

８：30 ～ 11：30
昼時間休業（11：30～ 12：30）
12：30 ～ 15：00

令和４年11月1日（火）

①ＪＡ高知県　野市支所
②ＪＡ高知県　香北支所
③ＪＡ高知県　土佐山田支所
④ＪＡ高知県　赤岡支所

導入開始日

対象支所

窓口営業時間

＊地区担当者のつぶやき＊
　７月号にて取材させていただいたご縁で、山田堰井筋土地改良区の方から連絡をいただき、物
部町の方にお出かけしてきました（^^）
　物部川の源流域の方々に感謝の気持ちを、“感謝米”として香長平野で収穫した新米（３㎏）
を袋に詰めて、物部町の民生委員さんに預け個人宅へ届けてもらう活動を行っています。その袋
がお手製で、ここでも４人のチームワークが光ってました（*‘∀‘）  感謝米のイラストと文字のデ
ザインは東山さん。それを消しゴムはんこで掘ったのは上村さん。そのはんこを袋に１枚１枚つい
たのが植野さん。最終チェックが猪野事務局長 ! !  活動も素敵ですが、何に取り組むにも４人の
チームワークの良さが出て、本当に素敵な４人だなと感じて帰って来ました。

廃ポリ・廃プラ回収日

◆ 廃プラ（ビニール）
とき：10月14日（金）　午前９時～10時
とき：10月 ５日（水）　午前９時～10時
とき：10月25日（火）　午前８時～ ９時30分

土佐山田支所
野市支所
夜須支所

◆ 塩ビ（畔波・かん水パイプ）

とき：10月20日（木）　午前８時～10時
夜須・吉川・香我美・赤岡支所

　土佐山田支所は土佐山田購買課西側駐車場。野市支所、夜須支所、
吉川・香我美・赤岡支所は旧香我美ライスセンターとなっています。

回収場所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、費用負担が
多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することにより近隣住民に大きな
ご迷惑となります。回収にあたり、異物を十分に取り除いて頂きますようお願
いいたします。

回収にあたってのご注意

信用共済窓口における
昼時間休業の導入について◆ 廃ポリ

とき：10月 ７日（金）　午前９時～11時
とき：10月21日（金）　午前９時～11時
とき：10月14日（金）　午前９時～11時
とき：10月 ４日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：10月 ６日（木）　午前８時～10時

土佐山田支所

野市支所
夜須支所
吉川・香我美・赤岡支所


